
政
令
第　
　
　

号 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

 
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。 （

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
一
条　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

 

十
八
号
）
」
を
削
り
、
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

 

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

  



 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
建
築
物
の
建
築
の
規
模
）

第
三
条　

法
第
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
建
築
物
の
建
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
（
内
部
に
間
仕
切
壁
又
は

戸
（
ふ
す
ま
、
障
子
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
有
し
な
い
階
又
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
常
時
外
気
に

開
放
さ
れ
た
開
口
部
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
開
口
部
の
面
積
の
合
計
の
割
合
が
当
該
階
又
は
そ
の
一
部
の
床
面
積

の
二
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の
の
床
面
積
を
除
く
。
）
の
合
計
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
四
条
及
び
第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
二
号
」
を

「
第
二
十
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四

 

条
と
す
る
。

 

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
第
二

 

項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
一
条
第
二

  



  

 

項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
条
第
二

 

項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二

 

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

 

附
則
第
二
条
を
削
り
、
附
則
第
一
条
の
見
出
し
及
び
条
名
を
削
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
二
条　

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
九
条
の
三
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
八
条
第
四
項
た
だ

 

し
書
」
を
「
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
二
号
及
び
第
四
号
ロ
中
「
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
軒
の
高
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
」
を
「
十
六
メ
ー
ト
ル
」

 

に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
け
た
行
方
向
」
を
「
桁
行
方
向
」
に
、
「
、
け
た
」
を
「
、
桁
」
に
、
「
次
の
表
に
掲
げ
る
」



  

を
「
建
築
物
の
用
途
及
び
規
模
並
び
に
屋
根
、
外
壁
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
の
構
造
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
同
項
の
表
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
け
た
行
方
向
」
を
「
桁
行
方
向
」
に
改
め
、
同

 

項
た
だ
し
書
中
「
け
た
」
を
「
桁
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
す
み
柱
」
を
「
隅
柱
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
引
張
り
力
」
を
「
引
張
力
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
鉄
筋
」
の
下
に

「
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
引
張
力
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
材
料
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
も
の
若
し
く
は

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
木
材
」
の
下
に
「
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
に
圧
縮
力

を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
材
料
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
も
の
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も

の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
端
部
」
を
「
両
端
の
端
部
」
に
、
「
柱
と
」
を
「
柱
又
は
」
に
、
「
横
架
材
と
の
仕
口
に

 

接
近
し
て
」
を
「
横
架
材
に
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
の
端
部
を
緊
結
す
る
位
置
は
、
当
該
柱
と
当
該
横
架
材
と
の
仕
口
の
部
分

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
四
十
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
け
た
行
方
向
」
を
「
桁
行
方
向
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二



  

 

号
中
「
添
木
等
」
を
「
添
木
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４　

階
数
が
二
以
上
又
は
延
べ
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
木
造
の
建
築
物
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
配
置
す
る
軸
組
は
、
当
該
建
築
物
の
各
階
に
作
用
す
る
水
平
力
に
よ
り
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
又
は
破
壊
が
生

じ
な
い
よ
う
木
材
、
鉄
筋
そ
の
他
必
要
な
強
度
を
有
す
る
材
料
を
使
用
し
た
壁
又
は
筋
か
い
が
有
効
に
設
け
ら
れ
た
も
の

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
、
当
該
建
築

物
が
地
震
及
び
風
圧
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
設
置

 

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

第
四
十
八
条　

削
除

第
六
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
そ
の
他
そ
の
規
模
及
び
構
造
に
関
し
安
全
上
支
障
が
な
い
も

の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
引
張
り
応
力
」
を
「
引
張
応

 

力
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に
、
「
引
張
り
力
」
を
「
引
張
力
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
引



  

張
り
鉄
筋
」
を
「
引
張
鉄
筋
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
の
下
に
「
（
使
用
頻
度
が
低
く
劣
化
が
生
じ
に
く
い
こ
と
そ
の
他

の
理
由
に
よ
り
人
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
百
四
十
七
条
第
一
項
中
「
、
第
四
十
八
条
」
を
削
る
。 

第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
う
ち
」
を
「
う
ち
、
」
に
、
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と

し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

一　

法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
う
ち
、
木
造
の
建
築
物
（
地
階
を
除
く
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
も

の
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
及
び
高
さ
が
十
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
） 

第
百
四
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
、
「
第
七
条
の
二
第
七
項
（
」
及
び
「
第
七
条
の
四
第
七
項

（
」
の
下
に
「
法
第
八
十
七
条
の
四
及
び
」
を
加
え
、
「
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九

十
条
第
三
項
」
を
「
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用



す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
一
項
、
第
十
二

項
及
び
第
十
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
九
十
条
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の

二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八

条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
法
第
十
八
条
第
二
十

四
項
第
一
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
五
項
」
に
、
「
法
第
八
十
六
条
の

八
（
第
二
項
を
除
き
、
」
を
「
法
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
、

「
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
」
を
「
、
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

 

む
。
）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十
条
及
び
附
則
第
三
条

 

第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

一　

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
六
号 

  



  

二　

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
十
二
号 

三　

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
十
号 

四　

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
二
十
八

 

条
第
一
項
第
二
十
五
号

五　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
十
四
号 

 

六　

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
十
五
号

七　

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十

 

五
号

 

八　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
三
十
三
号 

九　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号

 

（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

 

改
正
す
る
。



  

第
一
条
第
一
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

 

十
八
号
）
」
を
削
る
。

 

（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
の

 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

 

十
八
号
）
」
を
削
る
。

 

（
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条　

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を

 

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八



  

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

 
号
）
」
を
削
る
。

 

（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）

 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

 

十
八
号
）
」
を
削
る
。

 

（
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

 

に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三



  

 

十
八
号
）
」
を
削
る
。

 
（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条　

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

 

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

号
）
第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八

 

号
）
」
を
削
る
。

附　

則 

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
政
令
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２　

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



  

理　

由 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
建
築
物
の
建
築
の
規
模
を
定
め
る
等
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 


